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発
し
た
祖
国
の
土
を
我
々
は
涙
ぐ
み
な
が
ら
第
一
歩
を
踏

み
付
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
頭
か
ら
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
吹
き
掛
け

ら
れ
、
身
体
検
査
、
検
疫
も
無
事
終
わ
り
、
元
大
村
航
空

隊
の
兵
舎
に
二
泊
、
政
府
か
ら
召
集
解
除
の
書
面
と
帰
還

手
当
と
し
て
兵
三
百
円
、
将
校
五
百
円
、
軍
属
千
円
が
支

給
さ
れ
、
帰
還
専
用
列
車
で
故
郷
へ
向
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
昭
和
二
十
二
年
一
月
一
日
、
夕
刻
、
自
宅
玄
関

の
敷
居
を
踏
み
ま
し
た
。
町
役
場
か
ら
連
絡
し
て
あ
っ
た

の
で
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
親
戚
、
知
人
等
が
自
宅
で
待
っ

て
お
り
、
抱
き
合
っ
て
祝
福
受
け
、
新
年
祝
い
と
二
重
の

喜
び
を
深
夜
ま
で
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。 

復
員
時
の
家
庭
状
況
は
、
父
は
漆
器
木
工
業
、
母
は
専

業
主
婦
と
し
て
健
在
、
長
男
は
戦
時
中
の
漆
器
需
要
不
振

に
よ
り
機
械
工
と
し
て
大
阪
の
会
社
勤
務
中
、
三
男
は
家

具
販
売
店
で
修
業
中
、
四
男
は
配
管
工
事
会
社
で
修
業
中
、

五
男
は
父
の
元
で
漆
器
木
工
見
習
中
で
し
た
。
現
在
、
父

母
及
び
三
男
は
亡
く
、
二
男
で
あ
る
私
は
父
の
後
継
者
と

し
て
長
男
、
五
男
の
協
力
を
得
て
漆
器
木
工
業
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。
そ
し
て
二
十
二
年
復
員
し
た
年
の
十
二
月
結

婚
し
二
人
の
娘
が
お
り
ま
す
。
最
後
に
南
海
の
孤
島
に
眠

る
戦
友
諸
兄
の
霊
よ
安
か
れ
と
念
じ
つ
つ
、
二
度
と
戦
争

お
こ
さ
な
い
国
、
参
加
し
な
い
国
で
あ
る
こ
と
願
う
者
で

す
。 
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空
爆
で
全
員
戦
死
の
噂
あ
っ
た
清
野
分
隊 

山
形
県 

 
清 

野 

弁 

司 
 
 

 

 

私
の
生
い
立
ち 

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
八
月
十
日
、
現
住
地
で
体

重
一
貫
匁
（
三
・
七
五
キ
ロ
）
ほ
ど
の
丸
々
太
っ
た
農
家

の
長
男
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
親
戚

や
町
内
の
皆
様
か
ら
、
百
姓
の
跡
取
り
が
出
来
た
と
祝
福

さ
れ
、
盛
大
に
誕
生
祝
い
を
行
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

 

入
隊
時
の
家
族 

祖
父
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
生
れ
の
六
十
七
歳
。
祖

母
明
治
十
一
年
生
れ
の
六
十
五
歳
。
父
明
治
三
十
年
生
れ

の
四
十
六
歳
。
母
明
治
三
十
三
年
生
れ
の
四
十
三
歳
。
妹

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
生
れ
の
十
五
歳
。
弟
昭
和
四
年

生
れ
の
十
三
歳
。
妹
昭
和
十
二
年
生
れ
の
五
歳
、
以
上
八

人
家
族
で
、
当
時
は
普
通
の
家
族
構
成
で
し
た
が
、
現
在

で
は
大
家
族
で
す
。 

 

入
隊
前
の
履
歴 

当
地
の
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
と
同
時
に
青
年
学
校
に

入
学
し
ま
し
た
。
青
年
学
校
の
教
育
は
一
般
的
な
学
問
も

あ
り
ま
し
た
が
、
主
と
し
て
軍
事
訓
練
で
、
教
官
は
軍
隊

で
鍛
え
ら
れ
た
戦
地
か
ら
の
復
員
軍
曹
で
、
戦
場
と
変
わ

ら
ぬ
訓
練
の
毎
日
で
し
た
。 

軍
隊
か
ら
払
い
下
げ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
銃
を
担
が
さ

れ
、
射
撃
訓
練
、
長
距
離
行
軍
、
敵
軍
と
遭
遇
し
た
場
合

の
対
応
等
、
今
思
え
ば
入
隊
後
の
訓
練
に
増
す
と
も
劣
ら

ぬ
訓
練
で
し
た
。 

陸 

軍

航 

空 
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私
は
器
楽
に
興
味
あ
り
ま
し
た
の
で
、
喇
叭
手
と
し
て

進
軍
喇
叭
を
は
じ
め
起
床
、
就
寝
喇
叭
等
軍
隊
さ
な
が
ら

の
教
育
を
受
け
、
学
校
で
は
「
清
野
喇
叭
手
」
の
愛
称
で

呼
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

で
も
、
教
官
か
ら
「
清
野
、
お
前
体
格
が
良
い
の
で
徴

兵
検
査
で
甲
種
合
格
間
違
い
な
い
か
ら
、
入
隊
し
て
も
決

し
て
喇
叭
手
を
希
望
し
て
は
駄
目
だ
ぞ
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。「
な
ぜ
で
す
か
」
と
の
私
の
問
い
に
教
官
曰
く
「
喇
叭

手
は
進
級
が
遅
い
、
お
前
も
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
、
あ
の

有
名
な
死
ん
で
も
口
か
ら
喇
叭
を
離
さ
な
か
っ
た
喇
叭
手

で
さ
え
戦
死
後
の
上
等
兵
だ
よ
」
と
の
返
事
で
し
た
。
加

え
て
「
お
前
は
、
学
校
の
成
績
抜
群
で
下
士
官
に
絶
対
に

な
れ
る
か
ら
頑
張
れ
よ
」
と
身
に
余
る
お
褒
め
の
言
葉
と

励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

家
族
は
農
家
と
い
っ
て
も
中
農
家
で
、
田
地
一
町
五
反

歩
、
畑
地
一
反
歩
、
田
地
は
も
ち
ろ
ん
水
稲
、
畑
地
は
自

家
用
の
野
菜
が
主
で
、
余
分
の
野
菜
は
小
売
店
へ
卸
し
て

生
活
し
て
お
り
ま
し
た
。 

友
人
は
都
会
へ
出
稼
ぎ
に
出
て
、
盆
・
正
月
に
は
大
金

を
持
ち
帰
り
、
自
慢
し
て
私
に
も
出
稼
ぎ
を
奨
め
ま
し
た

が
、
年
老
い
た
祖
父
母
の
農
作
業
を
み
て
い
る
と
ど
う
し

て
も
家
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
祖
父
母
・
父
母
の

農
作
業
を
手
伝
っ
て
細
々
と
生
活
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

私
の
愛
す
る
ふ
る
さ
と 

私
の
故
郷
大
江
町
は
、
山
形
市
で
佐
沢
線
に
乗
り
換
え
、

終
点
佐
沢
駅
で
下
車
（
所
要
時
間
四
十
五
分
）
し
ま
す
。 

主
要
産
物
は
米
・
林
檎
・
葡
萄
・
桜
桃
・
西
瓜
・
洋
梨

（
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
）
等
で
す
。
と
く
に
林
檎
は
有
名
で
青

森
・
長
野
等
他
県
産
の
林
檎
よ
り
糖
度
が
一
～
二
度
高
く
、

横
浜
の
親
戚
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
今
ま
で
食
べ
て
い
る
林

檎
と
は
全
く
違
う
お
い
し
さ
だ
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
愛

犬
ま
で
ポ
リ
ポ
リ
食
べ
て
い
る
様
子
で
、
他
県
産
の
林
檎

を
与
え
た
が
全
く
食
べ
よ
う
と
し
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
は
戦
後
山
形
県
出
身
の
元
横
綱
柏
戸
関
が

山
形
県
の
名
産
品
に
と
栽
培
を
奨
め
た
も
の
で
、
今
で
は

山
形
県
の
名
産
品
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
農
産
加
工
品
で
は
柳

川
手
打
ち
そ
ば
・
焼
き
鮎
等
が
あ
り
ま
す
。
自
然
の
名
勝
・
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名
所
で
は
神
通
峡
・
観
光
や
な
・
朝
日
登
山
・
横
山
公
演

（
日
本
一
）・
松
保
大
杉
等
が
あ
り
ま
す
。 

 

徴
兵
検
査 

昭
和
十
七
年
七
月
、
待
ち
に
待
っ
た
徴
兵
検
査
の
日
が

来
ま
し
た
。
朝
早
く
起
き
て
風
呂
で
身
を
清
め
、
国
民
服

で
身
を
包
み
、
家
族
に
見
送
ら
れ
検
査
場
に
と
足
を
運
び

ま
し
た
。
私
が
着
い
た
時
は
誰
も
来
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
十
分
ほ
ど
経
っ
て
同
級
生
が
現
わ
れ
、
定
刻
二
十

分
前
に
は
全
員
揃
い
ま
し
た
。 

試
験
官
か
ら
注
意
事
項
等
の
説
明
が
あ
り
、
私
は
中
ご

ろ
に
検
査
を
受
け
ま
し
た
が
、
医
師
の
性
病
検
査
以
外
は

簡
単
に
済
ま
さ
れ
「
良
い
体
だ
、
甲
種
合
格
」
と
大
声
で

告
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

試
験
場
を
出
て
写
真
館
に
向
か
い
記
念
写
真
を
撮
り
、

夜
小
料
理
屋
で
会
食
を
行
い
ま
し
た
が
、
丙
種
合
格
の
方

の
喜
び
、
二
～
三
人
の
甲
種
合
格
の
方
の
シ
ョ
ン
ボ
リ
姿

を
見
て
私
は
吃
驚
し
ま
し
た
。
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
す
が
、

兵
隊
へ
行
き
た
く
な
く
て
醤
油
を
毎
日
大
量
に
飲
ん
で
、

青
白
く
痩
せ
衰
え
て
不
合
格
に
な
っ
て
喜
ん
で
い
る
者
も

い
る
そ
う
で
す
。
私
に
は
、
こ
の
よ
う
な
非
国
民
が
い
る

こ
と
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

入 
 

営 

昭
和
十
八
年
四
月
十
日
、
青
森
県
八
戸
市
の
第
六
航
空

教
育
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
青
年
学
校
で
教
官
か
ら
指
導

頂
い
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
喇
叭
手
の
経
験
も
言
わ
ず
に
一

生
懸
命
頑
張
る
覚
悟
で
初
日
の
床
に
就
き
ま
し
た
。 

一
週
間
ぐ
ら
い
は
先
輩
か
ら
上
げ
膳
、
据
え
膳
の
待
遇

を
受
け
ま
し
た
が
、
青
年
学
校
で
教
官
か
ら
聞
か
さ
れ
て

い
た
通
り
、
否
そ
れ
以
上
の
、
私
的
制
裁
が
始
ま
り
ま
し

た
。「
軍
人
精
神
を
入
れ
て
や
る
」
な
ど
と
の
訳
の
分
か
ら

な
い
理
由
を
付
け
、
左
記
の
よ
う
な
理
由
付
け
し
て
の
私

的
制
裁
で
し
た
。 

一 

弛
ん
で
い
る 

二 

歩
き
が
遅
い 

三 

先
輩
に
対
す
る
言
葉
使
い
、
態
度
が
悪
い 

四 

内
務
班
で
の
出
入
の
際
の
申
告
の
声
が
低
い 

五 

衿
布
が
汚
れ
て
い
る 

六 

軍
靴
の
手
入
れ
が
悪
い 
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よ
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、
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、
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の
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の
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的
に
知
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れ
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よ
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に
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。
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の
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光
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が
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で
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同
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、
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に
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の
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、
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に
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検
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、
甲
種
合
格
」
と
大
声
で

告
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

試
験
場
を
出
て
写
真
館
に
向
か
い
記
念
写
真
を
撮
り
、

夜
小
料
理
屋
で
会
食
を
行
い
ま
し
た
が
、
丙
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格
の
方

の
喜
び
、
二
～
三
人
の
甲
種
合
格
の
方
の
シ
ョ
ン
ボ
リ
姿

を
見
て
私
は
吃
驚
し
ま
し
た
。
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
す
が
、

兵
隊
へ
行
き
た
く
な
く
て
醤
油
を
毎
日
大
量
に
飲
ん
で
、

青
白
く
痩
せ
衰
え
て
不
合
格
に
な
っ
て
喜
ん
で
い
る
者
も

い
る
そ
う
で
す
。
私
に
は
、
こ
の
よ
う
な
非
国
民
が
い
る

こ
と
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 
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昭
和
十
八
年
四
月
十
日
、
青
森
県
八
戸
市
の
第
六
航
空

教
育
隊
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入
隊
し
ま
し
た
。
青
年
学
校
で
教
官
か
ら
指
導

頂
い
た
こ
と
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忘
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、
喇
叭
手
の
経
験
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言
わ
ず
に
一

生
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命
頑
張
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覚
悟
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初
日
の
床
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就
き
ま
し
た
。 
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週
間
ぐ
ら
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先
輩
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上
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膳
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膳
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待
遇
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ま
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が
、
青
年
学
校
で
教
官
か
ら
聞
か
さ
れ
て

い
た
通
り
、
否
そ
れ
以
上
の
、
私
的
制
裁
が
始
ま
り
ま
し

た
。「
軍
人
精
神
を
入
れ
て
や
る
」
な
ど
と
の
訳
の
分
か
ら

な
い
理
由
を
付
け
、
左
記
の
よ
う
な
理
由
付
け
し
て
の
私

的
制
裁
で
し
た
。 

一 

弛
ん
で
い
る 

二 

歩
き
が
遅
い 

三 

先
輩
に
対
す
る
言
葉
使
い
、
態
度
が
悪
い 

四 

内
務
班
で
の
出
入
の
際
の
申
告
の
声
が
低
い 

五 
衿
布
が
汚
れ
て
い
る 

六 

軍
靴
の
手
入
れ
が
悪
い 
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七 

軍
足
の
修
理
が
悪
い 

八 

銃
の
手
入
れ
が
悪
い 

な
ど
で
す
。 

私
的
制
裁
そ
の
も
の
は 

一 

往
復
ビ
ン
タ 

二 

軍
靴
で
造
っ
た
ス
リ
ッ
パ
で
の
ビ
ン
タ 

三 

満
水
の
掃
除
用
バ
ケ
ツ
を
両
手
に
下
げ
て
、
三
十

分
ぐ
ら
い
不
動
の
姿
勢
で
立
た
せ
ら
れ
る 

四 

柱
に
上
り
蝉
泣
き 

な
ど
で
し
た
。 

同
年
兵
は
後
六
カ
月
経
て
ば
初
年
兵
が
入
っ
て
来
る
。

そ
れ
ま
で
は
「
我
慢
、
我
慢
」
の
合
言
葉
で
耐
え
る
約
束

を
し
て
い
ま
し
た
。 

私
の
隊
の
任
務
は
地
上
警
備
で
す
の
で
、
一
般
の
歩
兵

部
隊
と
変
わ
ら
な
い
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
す
べ
て
に
耐

え
た
六
カ
月
間
の
教
育
も
全
員
無
事
に
終
了
し
て
、
一
期

の
検
閲
を
受
け
た
翌
日
に
は
初
年
兵
が
入
隊
、
私
は
そ
の

教
育
助
手
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
初
年
兵
に
は
決
し

て
私
達
が
受
け
た
よ
う
な
私
的
制
裁
を
や
ら
な
い
こ
と
を

同
年
兵
全
員
で
誓
い
合
い
、
初
年
兵
に
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。 

年
月
日
の
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
第
六
航
空
教
育
隊

は
解
隊
し
、
岩
手
県
盛
岡
航
空
北
部
第
九
十
七
部
隊
に
編

入
さ
れ
、
同
部
隊
所
属
の
教
育
隊
の
初
年
兵
教
育
助
手
と

し
て
勤
務
し
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
年
八
月
一
日
付
け
で
福
島
県
相
馬
郡
の
原
の

町
特
攻
基
地
（
現
在
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
野
馬
追
い
が

行
わ
れ
て
い
る
「
ひ
ば
り
が
原
」）
に
転
属
し
、
特
攻
機
の

保
全
に
従
事
し
ま
し
た
。 

毎
日
の
作
業
は
主
と
し
て
林
野
か
ら
伐
採
、
刈
り
取
っ

た
草
木
で
特
攻
機
を
覆
い
、
米
軍
か
ら
の
発
見
を
逃
れ
る

た
め
の
作
業
で
し
た
が
、
運
悪
く
発
見
さ
れ
、
米
軍
機
グ

ラ
マ
ン
三
十
機
か
ら
の
爆
撃
を
受
け
、
我
が
特
攻
機
は
全

滅
し
ま
し
た
。 

こ
の
情
報
を
受
け
た
本
隊
の
幹
部
が
、
被
害
確
認
の
た

め
現
地
へ
視
察
に
来
た
と
こ
ろ
、
特
攻
機
と
共
に
兵
隊
の

姿
が
見
え
な
い
の
で
、
清
野
分
隊
長
以
下
十
七
人
全
員
が

敵
機
の
爆
撃
に
よ
り
戦
死
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
矢
先
、
全
員
無
事
で
隊
長
の
前
に
現
れ
ま
し
た
の
で
、
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隊
長
は
驚
き
と
喜
び
で
涙
ぐ
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
達

の
生
存
が
確
認
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
私
達
の
本
隊
へ
の

通
っ
た
道
と
、
幹
部
の
通
っ
た
道
が
正
反
対
方
向
だ
っ
た

か
ら
で
し
た
。 

か
く
し
て
任
務
遂
行
に
務
め
ま
し
た
が
空
し
く
終
戦
の

詔
勅
を
拝
聴
し
、
無
念
の
涙
を
呑
ん
で
武
装
解
除
と
な
り
、

残
務
整
理
に
従
事
し
、
戦
後
の
混
乱
が
続
く
中
、
昭
和
二

十
年
十
月
、
家
族
の
元
に
帰
り
ま
し
た
。 

 

復
員
後
の
職
歴
等 

戦
時
中
働
き
盛
り
の
男
性
は
す
べ
て
軍
隊
に
か
り
だ
さ

れ
、
老
人
と
女
性
の
み
の
農
作
業
の
た
め
田
地
は
荒
れ
て

い
ま
し
た
。
食
料
不
足
で
苦
労
し
て
い
る
町
民
を
見
て
、

こ
れ
は
早
期
に
農
地
の
再
興
の
必
要
性
を
感
じ
、
軍
隊
で

の
苦
労
か
ら
み
れ
ば
楽
な
も
の
と
復
員
翌
日
か
ら
、
夜
明

け
を
待
っ
て
働
き
続
け
ま
し
た
。 

十
一
月
末
、
当
地
は
雪
一
色
に
な
り
、
農
産
物
の
収
穫

も
終
わ
り
こ
れ
ぞ
と
い
う
仕
事
も
無
い
の
で
、
冬
期
間
出

稼
ぎ
し
て
畑
地
を
拡
張
し
、
林
檎
栽
培
を
し
よ
う
と
決
心

し
ま
し
た
。
そ
し
て
東
京
神
田
の
青
果
市
場
の
荷
受
け
係

り
と
し
て
臨
時
職
員
に
採
用
さ
れ
、
こ
こ
で
得
た
金
で
毎

年
土
地
を
購
入
し
、
林
檎
の
苗
木
を
植
え
付
け
、
七
年
間

で
現
在
の
五
反
歩
（
約
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
林
檎
園

に
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

現
在
は
林
檎
の
栽
培
と
田
畑
の
作
業
で
多
忙
に
な
り
、

出
稼
ぎ
も
止
め
、
専
ら
農
作
業
一
筋
の
毎
日
で
す
。
私
は

復
員
後
の
昭
和
二
十
二
年
、
親
戚
の
奨
め
で
妻
を
娶
り
、

二
男
二
女
を
も
う
け
、
現
在
長
男
夫
婦
は
農
作
業
並
び
に

家
計
を
切
り
回
し
て
く
れ
、
円
満
で
幸
せ
な
毎
日
を
送
っ

て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
私
は
趣
味
が
多
く
、
菊
花
づ
く
り
、
老
人
ク
ラ

ブ
副
会
長
、
尺
八
、
民
謡
等
で
地
域
の
皆
様
と
の
新
睦
と

交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。
戦
争
の
労
苦
、
悲
惨
さ
を
後

世
に
伝
え
て
、
戦
争
は
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
日
本
で
あ

る
こ
と
を
願
う
一
人
で
す
。 
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